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新年号表紙イラストレーション　コンセプト

「門松」

年神様を迎えるために門前に飾る門松と、今年の干支である「亥」を描きました。

新年を迎えることができる喜びとワクワクする気持ちをぐるぐる周り飛び跳ねるイ

ノシシで表現しました。

� 京都造形芸術大学こども芸術学科２年次生　寺岡奈名子



年頭のご挨拶

京都府印刷工業組合　理事長

中西隆太郎

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は組合運営にあたり格別のご理解とご支援をいただき、ありがたく厚く御礼申
し上げます。
　本年におきましても、全日本印刷工業組合連合会（以下全印工連）をはじめとする業界
内の有益な情報を組合員の皆様に確実に伝えるよう努力してまいります。引き続きご支
援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、昨年は異常気象が長期間続いたうえ、自然災害も多発した一年でした。
　また、京都の地価上昇率が7.5％となり、２年連続で全国一位を記録しました。最も
高い上昇率は29.2％だったので、ほぼ３割値上がりした土地もあったということです。
　その背景にあるのは、インバウンドによる訪日客の急増です。京都の宿泊者が直近の
５年間で４倍になり、対応するためのホテルの建設ラッシュにより地価が高騰したよう
です。四条通などの繁華街では相応のホテル用地を入手できなくなったため、最近は周
辺地域でも続々とホテルの建設が行われています。
　このような傾向は決して他人事ではありません。会社の近隣で再開発が始まると、止
む無く工場の売却や印刷業の廃業をお考えになる方がおられるかもしれません。
　昨年の夏期研修会においては、全印工連の常務理事・経営革新マーケティング委員長
の福田浩志氏をお招きして、「今から始めよう、印刷業界のための事業承継」と題した
講演会を開催しました。経営は順調であっても、様々な理由により次の世代へ事業を継
承出来ない印刷会社が全国に多数あり、中には廃業を考えておられるケースも少なくあ
りません。福田氏の経営される会社では、そのような企業に対してM&Aを含めた事業
の承継策を提案され、数々の成功例を実現してこられました。
　なお、突然廃業される企業は、やはり組合等との交流が少ないケースが多いようです。
常日頃から組合員の皆様とのコンタクトを積極的に図り、能動的にご相談に応じるなど
の取り組みが必要との説明でした。
　京都には歴史のある業界がたくさんあります。中でも筆頭に挙げられるのが、全国的
にも有名な、舞子さんや芸妓さんの集まる五花街です。舞子さんに憧れ、地方から来て
お茶屋さんや置屋さんに入る女性も多数おられます。そのような五花街の中にも廃業さ
れるお店はあります。但し、廃業される場合は必ず顧客を別のお店に紹介されますので
途絶えることはありません。周りに迷惑のかからないよう配慮したうえでお店を閉めら
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れます。
　私たち中小印刷業界においても、得意先との深い結びつきを背景に受注を受けるケー
スが非常に多いのではないでしょうか。止むを得ず廃業される印刷会社を知り得た場合
は、是非とも当組合や全印工連事業承継支援センターにご相談いただくようご助言いた
だきたい。組合員をはじめ、信頼のおける企業へ事業を承継していただくことで、顧客
に迷惑をかけることはありません。また、「中小印刷会社の仕事は中小印刷会社が引き
継ぐ」を徹底させることで、地域内における市場規模の維持発展にも繋がります。
　ところで今年は経営環境の変化が非常に大きな年となりそうです。まずは製紙会社よ
り、新年出荷分から印刷・情報用紙を一斉に10％から20％の値上げをすると通知があり
ました。
　また、人手不足も引き続き深刻な問題です。昨年実施された、全印工連のダイバーシ
ティ経営に対してのアンケート調査では、外国人労働者を一人も雇っていない印刷会社
が90.6％を占めました。結果だけをみると、現時点では印刷業界は人手不足で困ってい
ませんが、全印工連では、今後は印刷会社も外国人労働者に頼らざるを得ないときが必
ず来ると見ています。
　加えて、働き方改革の推進に伴って労働時間法制が見直され、関連法が順次施行され
る予定です。有給休暇の５日取得不履行に対する罰金制度をはじめ、様々な規制が科せ
られる可能性があります。
　このような大変厳しい経営環境の中で事業を続けていくには、一層の自助努力が必要
とされます。京都府印刷工業組合では、今年も組織を挙げて組合員の皆様に有益な事業
を推進・展開し、組織の拡充と業界の発展・向上に努めてまいる所存です。
　なお、本年２月２日（土）、京都ホテルオークラにおいて、京都青年印刷人月曜会・全
国印刷緑友会共催による「全国印刷緑友会京都セミナー」が開催されます。次の時代を
担う京都の青年印刷人達が、全国規模のイベントを企画・開催するパワーを持ち合わせ
ていることを知り、非常に頼もしく、また嬉しく思いました。今後も京都の印刷産業の
振興・発展に向けた活動に大きく邁進してくれると期待できます。若い人たちの活発な
活動を是非とも応援していただきますようお願い申し上げます。
　結びにあたりまして、本年も皆様にとって明るく充実した年となりますことを祈念し、
年頭のご挨拶とさせていただきます。
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京都府知事

西脇　隆俊

　組合員の皆さま、あけましておめでとうございます。

　昨年４月、府民の皆さまからのご信託を賜り、京都府開庁から150年目の年に、第51代京都府

知事に就任させていただきました、西脇隆俊です。

　知事就任にあたっては、「現場主義を徹底すること」「前例にとらわれないこと」「連携すること」

を職員に指示し、６月には「将来に希望の持てる新しい京都づくり」に向け、「安心で暮らしや

すい社会の構築」「京都産業の活力向上」「スポーツ・文化力による未来の京都づくり」を重視し

た肉付け予算を編成して、府政をスタートさせました。

　しかし、その直後には、６月の大阪府北部地震や７月の豪雨、９月に入っての台風21号や24号、

それに伴う強風被害や大雨など、次々と自然災害が襲いかかりました。改めて、お亡くなりにな

られた方々のご冥福をお祈りし、被害に遭われた皆さまにお見舞いを申し上げます。

　京都府では、災害後、直ちに補正予算を計上し、復興、復旧に向けた対策を講じるとともに、

府民の皆さまの安心・安全を守るため、災害対応の検証を行い、先進的な防災・減災対策や治水

対策、危機管理体制の強化充実など、地域防災計画の見直しを進めているところです。

　一方で、昨年は、2020年のNHK大河ドラマが、京都ゆかりの明智光秀を主人公とした「麒麟

がくる」に決定したことや、京都大学の本庶佑特別教授がノーベル生理学・医学賞を受賞される

など、歴史や文化、学術のまち京都にとって、大変喜ばしい出来事も多くありました。

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催や、2021年度中とされる文化庁の全面

的な京都移転、そして2025年国際博覧会（万博）の大阪・関西での開催を控え、日本そして京都へ

の世界からの注目度は、今後ますます高まります。このチャンスを逃すことなく、本年９月に開

催されるICOM（国際博物館会議）京都大会等においても、京都府内各地の多様な文化資源をア

ピールし、「日本の文化首都・京都」を世界中に発信してまいります。

　今、国内外から多くの観光客が京都を訪れています。2017年の観光入込客数は約8,700万人、

外国人宿泊客数は約360万人、観光消費額も過去最高の約１兆1,900億円を記録しました。しかし、

それらの多くは京都市内に集中しています。

　京都縦貫自動車道の整備や新名神高速道路の新区間開通によって、南北のアクセスは格段に向

上しました。鉄道やバスの利用も含め、海・森・お茶の京都、竹の里・乙訓といった「もうひと

新たな京都へ
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つの京都」への周遊を促すことが重要です。観光客の満足度の向上や観光地の広域連携等を盛り

込んだ「京都府観光総合戦略」を策定し、府内各地に効果が波及するよう取り組みを進めてまい

ります。

　今年の３月には、「京都経済センター」がグランドオープンします。京都府・京都市・京都経

済界が「京都経済百年の計」として力を結集し、京都経済の発展を支える拠点になるものです。

このセンターを核に、オール京都体制で産学官の連携や人材育成、生産性の向上に一層取り組ん

でまいります。

　こうした明るい未来に向かって、様々な取組を推進する一方で、私たちの足元には、乗り越え

なければならない課題が山積みとなっています。日本は、少子化・高齢化がますます進展し、本

格的な人口減少社会に突入することは避けられない状況です。東京への一極集中も依然として続

いており、地域コミュニティが弱体化する中、労働力不足も深刻です。

　私は、そうした課題に臆することなく立ち向かい、全ての世代の皆さまが暮らしやすい社会の

実現を目指した「子育て環境日本一」の取組等を通して一つ一つの課題解決に努めてまいります。

　さらに今年は、天皇陛下が４月30日に御退位され、皇太子殿下が５月１日に御即位されます。

現在、策定を進めている京都府の将来構想及び基本計画となる「新総合計画」では、新しい時代

に対応した「夢のある将来ビジョン」を掲げ、次代を担う子どもたちが希望を持てる未来へのロ

ードマップを描いてまいります。組合員の皆さま、「新たな京都」に向けて共に歩みを進めてま

いりましょう。

　今年一年の皆さまのご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。
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「輝かしい時代のスタートを
　　　　　　　　　京都から」

　あけましておめでとうございます。

　昨年は、地震や豪雨、度重なる台風等に見舞われ、自然の脅威を思い知らされる一年でした。

京都市でも、長期の停電、家屋や文化財・公共施設、農林、道路などに大きな被害が発生。しか

し、尊い命は守られました。これは、消防団や水防団、自主防災会等の皆様の御尽力があればこ

そ。御尽力いただいた全ての皆様に心から感謝申し上げます。これらの災害をしっかりと総括し、

今後の安心安全のまちづくりへ教訓としてまいりますが、改めて京都の「地域力」「人間力」を

目の当たりにし、困難を乗り越えて更なる発展を遂げる「レジリエント」なまちの真髄を見出し

た思いです。これらの「京都力」を企業の持続的発展や、地域における子どもたちの学び、育ち、

高齢者や障害のある方が生き生きと命を輝かせるまちづくりへ、共々に生かしてまいります。

　そして本年。京都のまちを更にパワーアップさせる機会が目白押しです。京都経済百年の計「京

都経済センター」の開設や、京都に根ざした「地域企業」を応援する条例で、中小企業・地域企

業を元気に！JR「梅小路京都西駅」の開業、日本初開催となる「国際博物館会議（I
ア イ コ ム

COM）京都大

会」、市美術館のリニューアルオープンも来年度中に。５年連続で保育所等待機児童ゼロを達成

した子育て支援、指定都市トップとなった市立小学生の学力など成果を確認し、更なる充実へ。

福祉、環境、景観、安心安全、伝統産業等の振興につながる観光、町家の保全、持続可能なまち

づくりなど、引き続き市民の皆さんと共に汗する「共汗」で、全力投球してまいります。

　ラグビーワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピック、そして2021年には世界最大の

生涯スポーツの祭典「ワールドマスターズゲームズ関西」、さらに機能強化した新・文化庁の京

都への全面的移転が控えています。2025日本万国博覧会（大阪・関西）の開催も決定！これらを機

に、文化の力を市民の皆さんの豊かさにつなげ、持続可能な社会を目指すS
エスディージーズ

DGs（「誰一人取り残

さない」を理念に国連が掲げる17の取組目標）の達成にも貢献していく決意です。平成に続く新

たな時代が幕を開ける本年。京都が世界の人々の幸せと平和に貢献すべく、共々に全力を尽くし

ます。

　皆様のこの一年の御多幸をお祈りします。

京都市長
かど かわ だい さく
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京都商工会議所　会頭

立石　義雄
　謹んで新年のごあいさつを申し上げます。

　本年３月、京都商工会議所は、明治18年から130有余年にわたって事務所を構えた烏丸夷川の

地を離れ、四条室町に完成する京都経済センターへと移転いたします。京都経済センターは、“京

都経済百年の計” として京都府や京都市、産業支援機関など、オール京都で整備を進めてきたも

ので、完成は京都経済界の悲願でもあります。

　私は会頭就任以来、「『知恵産業のまち・京都』の推進」を基本方針に掲げ、知恵ビジネスを展

開する意欲的な中小企業の発掘と集積に力を注いできました。また、行政や経済界などのトップ

が議論を重ね、2013年に策定した「京都ビジョン2040」では、京都が目指すまちの姿として、国

内外から人や情報が集まり、交流・連携から新たな価値が生まれる「世界交流首都・京都」を目

指すことを提示しています。こうした長期のまちづくりビジョンを実現するための “場” となる

のが、３月16日にグランドオープンを迎える京都経済センターです。新たなネットワークの創出

や価値の創造を目指して、分野や垣根を越えた多様な連携・交流を促進させることで、「知恵産

業の森」を形づくる多様な知恵ビジネスが生まれることを期待しています。とりわけ、京都の未

来を担う若手起業家や、創業を目指す学生等が切磋琢磨する場となり、京都経済を牽
けん

引
いん

する産業

人材の育成と京都発の新たな知恵を生む拠点となるよう、関係団体とさらに連携を強化して取り

組みを進めて参ります。

　本年の干支は「己
つちのと

亥
い

」。干支は植物の成長に例えられ、己は草木が十分に生い茂って整然とし

ている状態、亥は草木が枯れ落ちて種の内部に生命力がこもっている状態を指し、どちらも基礎

が固まり、次のステップに向けて飛躍するための準備が整うという意味になります。今年は京都

経済センターがオープンし、京都経済の飛躍に向けて土台が整う重要な年です。2021年までに実

現する文化庁の京都移転や、北陸新幹線の早期全線開通などを見据えながら、平成の次となる新

たな時代へ向けて、充実した一年になることを期待しています。

　本年が皆さまにとって、実りある年となることを祈念いたしますとともに、本所活動への一層

の参画をお願い申し上げ、新年のあいさつといたします。

「京都経済センターを拠点に
　　　　　　新時代への飛躍を」
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　皆様　明けましておめでとうございます。
　日本経済は、成長は鈍化しているものの底堅さは維持しておりますが、我々中小企業を取り巻
く状況は、人手不足が深刻となっており、以前にも増して厳しい状況におかれております。ただ、
このような厳しい時代だからこそ、いま一度原点に立ち返り、組合の果たすべき役割を再考して
いくことが重要であります。組合の持つ力を十分に発揮できるよう支援していくことが、我々、
中央会に課せられた根本的な役割であり、そのことこそが中央会の存在意義にも通ずるものであ
ります。地域経済を支え、地域力の発揮を担っているのは我々中小企業であり、組合であるとの
強い気概を持ってこの一年を乗り切っていきたいと思っております。
　平成31年・亥年は、我々中央会の存在意義でもあります地域組合への回帰の年として位置づけ、
我々中小企業そして組合にとって雌伏の時期を経て飛躍の年になりますことを、新年初頭にあた
り強く念じているところであります。
　昨年は、35年ぶりに京都で三回目となる「中小企業団体全国大会」を開催いたしました。従来
の全国大会は、3000人超の規模で体育館やアリーナなどの広い会場で実施しておりましたが、京
都では初めての取り組みとして、会場を上七軒歌舞練場と西陣織会館という中央会会員の所有す
る２つの施設での開催としました。当初から、もっとコンパクトな大会にと思っておりましたが、
全国からの参加者が予定よりもかなり増加し、ご不便をおかけした点も多々あったことと存じま
す。ただ、単に従来通りの大会を開催するのではなく、「おもてなしの心」で、全国からお越し
いただいた皆様にできるだけ楽しんでいただく大会になるよう努めたところであります。そのよ
うな中、全国の皆様には京都市内だけでなく、京都府北部や南部の歴史、自然、文化にも触れて
いただきましたことに感謝申し上げます。この全国大会の開催を契機として、本年が全国の中小
企業・小規模事業者、組合、そして我々中央会の更なる飛躍の年になるよう願わずにはいられま
せん。
　更に本年は、新しく誕生する「京都経済センター」に経済支援団体が一堂に会する記念すべき
年でもあります。それぞれの団体がお互いの持つ力を集中して、京都経済が活力を発揮できる元
年にすべき年であり、新しい元号の基、力を結集して京都力を高めるスタートの年でもあります。
心を新たにして、中小企業の発展のために、そして、地域の発展のために全力を注ぐ所存であり
ます。
　皆様方のご支援を賜りますよう心からお願い申し上げまして、年頭のご挨拶とさせていただき
ます。

地域に貢献する組合を
　　　　　　　　目指して

京都府中小企業団体中央会　会長

渡邉　隆夫
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日本印刷産業連合会　会長

金子　眞吾

　新春を迎え、日本印刷産業連合会を代表して、ご挨拶申し上げます。
　昨年の国内経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続くなか、穏やかな回復基調が続きま
した。一方、米中貿易摩擦の激化などによる海外経済不確実性に加え、相次ぐ自然災害による影
響もあり、景気の先行きには不透明感も残りました。印刷産業においては情報メディアのデジタ
ルシフトなどにより、印刷需要は減少傾向が続き、原材料関係の値上げや物流費の上昇など経営
環境は厳しいものでした。
　そのような中、今年の経営環境に目を向けますと、IoT、AI、ビッグデータ、RPA（ロボット
による業務自動化）、クラウドコンピューティングなどの新しいICT（情報通信技術）が創出する
変革が進み、官民挙げて推進するSociety 5.0の実現が益々現実味を帯びてまいりました。印刷産
業にとって、この変化は、対応に相応の努力が課せられるものの、大きなチャンスとも言えるの
ではないでしょうか。
　印刷会社はビジネスパートナーとして、環境の変化に即し新たなビジネスモデルに挑む顧客企
業の活動に寄り添い、貢献してまいりました。従来の印刷技術に加え、新たなテクノロジーを積
極的に取り入れつつ顧客企業の進化を支えることにより、印刷産業は進化発展し、社会から求め
られる産業として持続することが可能となります。今年はさらにこの対応を進化させることで、
印刷産業自身も「第４次産業革命」と言われる大変革の中で存在感を示す年にしたいものです。
　日本印刷産業連合会は昨年から取り組んでいるSDGsを軸に、今年も様々な活動を推進してま
いります。地球環境への配慮については、これまでの活動に加え、廃棄プラスチック問題に取組
むことと致しました。プラスチック製包装資材等を環境負荷の軽減に向け、賢く作り・使い・処
理していく対策を、関係各省、経団連などと連携し進めてまいります。ダイバーシティについて
は、女性活躍推進施策として印刷業界で働く女性の新たなネットワーク作りを支援します。また、
新たな外国人材受け入れの制度についても、印刷産業に相応しい方法を経済産業省と検討を進め
てまいります。地方創生では、昨年加入した内閣府が推進する「地方創生SDGs官民連携プラッ
トフォーム」を活用し、各地域における印刷業界の成功事例発表を行い、京都府をはじめ日本全
国の印刷企業の活動を支援していきます。
　今年の８月には、技能五輪国際大会がロシア連邦・カザンで開催されます。日本代表選手が世
界の舞台で実力を発揮し、活躍してくれることを期待いたしましょう。
　本年も日本印刷産業連合会は活動方針であるグランドデザインに基づき、関係省庁、会員10団
体、関連業界団体、各種専門機関と連携し活動を進めてまいります。皆さまには、引き続きご支
援、ご協力をお願い申し上げますとともに、ご繁栄とご健勝を祈念して、新年の挨拶とさせて頂
きます。

年頭所感
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全日本印刷工業組合連合会　会長

臼田　真人

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は当連合会に格別のご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　また、昨年10月に開催いたしました「2018全日本印刷文化典高知大会」には、全国から540名
を超える方々にお集まりいただき、全印工連の団結と協調、さらには将来の業界発展に向けての
課題や方向性を再確認することができましたことは、全国の印刷工業組合の役員、組合員、関連
業界の皆様のご理解とご協力の賜物と深く感謝を申し上げます。
　さて、「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」や「育児や介護との両立など、働き方のニー
ズの多様化」への対応に直面している現在、投資やイノベーションによる生産性向上とともに、
就業機会の拡大や意欲・能力を存分に発揮できる環境を作ることが、働き方改革の重要な課題に
なっています。こうした中、この課題解決のため、働く方の置かれた個々の事情に応じ、多様な
働き方を選択できる社会を実現し、働く方一人ひとりがより良い将来の展望を持てるようにする
ことを目指していくため、先般、働き方改革関連法案と呼ばれる一連の労働法改正が成立しました。
　このように労働環境が激変する中、全印工連では、組合員企業の従業員がやりがいを持ち、安
心して働き続けられる職場作りによって、新たな付加価値を創出し、顧客満足度を高め、ひいて
は組合員企業の業績向上につながるHappiness Companyを目指していただくことを目的に、「幸
せな働き方改革プロジェクトチーム」を立ち上げ、ステップ１からステップ５のプロセスを構築
し、全組合員への発信を続けているところです。新しい働き方改革、そして、幸せな働き方改革、
これを実現するためには、いくつかのプロセスが必要となりますが、取組みは経営者の決断とな
ります。緊張が張りつめた会社からコミュニケーションが図れる心理的安全性の高い職場へと変
え、新しいイノベーション、新しいビジネスを生み出す企業への転換が急がれます。
　本年も引き続き、当連合会のブランドスローガン「Happy Industry　人々の暮らしを彩り幸
せを創る印刷産業」へとつながる、待ったなしの「働き方改革」をさらに推進するとともに、構
想から10年、事業を立ち上げて３年目を迎え軌道に乗りつつある事業承継支援、さらには、大き
な進展を見せた知的財産権保護の促進、併せて、中小印刷産業振興議員連盟との連携による官公
需の取引改善、資材値上げ問題への対応など、全印工連の大きな組織力を存分に活かした事業活
動に全力を挙げて取り組み、全国の組合員企業の皆様のお役に立てるよう一層精進してまいり
ます。
　新しい元号となる2019年が皆様にとって明るく希望に満ちた素晴らしい一年となりますよう心
から祈念いたしまして、年頭のご挨拶といたします。

新年のご挨拶
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京都府製本工業組合　理事長

山崎　喜市
京都府紙器段ボール箱工業組合　理事長

戸田　正和

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は本組合に対しまして多大なる御協力・
ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。2019年の新
春を迎え、謹んで新しい年のご挨拶を申し上げます。
　昨年はデータ改ざんや無資格者による検査な
ど、日本を代表する大企業の失態が続きました。
免振や耐震性についてのデータ改ざんは安全性に
大変な問題があり、取引相手やユーザーに対する
信頼関係は音を立てて崩れてしまいます。我々製
本業に携わる者といたしましては、印刷組合の皆
様との間で培ってきた信頼関係をますます強固に
することで、お互いの業績の向上に結び付けてい
きたいと考えています。
　なお、全日本製本工業組合連合会が業界紙に製
本業界の窮状に理解をお願いする記事を掲載しま
した。印刷業界の皆様におかれましては、この度
の活動趣旨にご理解賜り、少しでも取引慣行の改
善と適正な取引条件にご配慮願えればと切に思い
ます。
　さて、今年は平成最後の年であるとともに、新
元号の時代の幕開けでもあります。加えて、2020
年は東京オリンピックが開催され、2025年には万
国博覧会が大阪で開催されます。国を挙げた大き
なイベント次々と控えており、関西地方も少しは
経済が上向くのではないかと期待していますが、
先が読めないのが今の時代です。
　前回の「京都ものづくりフェア」では、教育委
員会の方より「小学校に出張して製本の仕方を教
えてもらえないか」との打診があました。愛され
る製本業をアピールする絶好の機会と捉え、前向
きに検討を進めているところです。経営環境は
益々厳しさを増す一方ですが、現状を打ち破る熱
い思いを共有し、組合員全員の力でより良い年に
していきたいと考えています。
　本年も京都府製本工業組合に変わらぬご支援・
ご協力をお願いいたしますとともに、印刷組合の
発展と皆様の事業所のご繁栄・ご健勝を祈念いた
しまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。

念頭の御挨拶 新年にあたって

　新年明けましておめでとうございます。旧年中
は印刷関連の皆様、組合員、協賛会の皆様には大
変お世話になりました。あらためまして御礼申し
上げます。今年の新年互礼会は７団体に加え箔押
業組合の方々も参加していただき誠に喜ばしいこ
とと思います。
　さて、紙器段ボール業界は景気の追い風にもよ
り、また通販関係の好調にもより順調に推移して
きました。しかしながら昨年からの米中貿易戦争
により、古紙の高騰、中国での環境問題での厳し
い規制などで、紙器段ボール業界は厳しい環境に
おかれています。毎年のように段ボールシートの
値上げ、板紙の値上げ、流通費の高騰により、製
品単価の値上げが思うように進んでいません。関
連の皆様方には是非とも御協力のほどお願い申し
上げます。
　他組合と同じように、当組合においても年々組
合員が減少しており、歯止めがかからない状態で
す。これから先、果たして組合が存続していくの
か、存続するためにはなにをしなければならない
のか、後世の時代に組合が存続していくため真剣
に取り組んでいかなければならない問題だと思い
ます。幸い京都は印刷関連協議会合同での取り組
みが他業種より蜜に出来ていると思います。今後、
事務所や事務局の共有化、事業の共同化など、生
き残るための方策を考えていかなければならない
と思っています。そして、印刷関連団体以外の紙
に関係する組合にも新年互礼会に参加していただ
けるようになれば、より先進的な協議会になれる
と思います。今年一年、どうぞよろしくお願い致
します。
　「生き抜く為に　行動しよう！」
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（一社）日本グラフィックサービス工業会京都府支部

支部長　高屋　伸啓
京都紙工協同組合　理事長

西村　公男

年頭所感 新年のご挨拶

　あけましておめでとうございます。
　平成31年は、干支暦では「己（つちのと）亥（い
のしし）」年となります。「己」は陰の土性で、田
園を意味します。田園は人の住まいする場所だと
言われ、生活の場があり、作物の収穫もあります。
また、「亥」は陰の水性を意味する十二支です。「亥」
は、木偏をつけると「核」という字になり、強い
エネルギーを意味します。
　「己亥」が意味する年は、強い意志や力、エネ
ルギーを持って、庶民のパワーが増すという意味
があり、将来へ向かって新たなスタートを切る年
です。
　本年は、新たな元号がスタートし、日本の再出
発の年となります。天皇陛下の生前退位があり、
新たな天皇陛下が日本の象徴になられ皇室の慶事
が話題となり国内が明るくなります。
　来年2020年に東京オリンピックが開催され、
2025年には大阪万博が決まりました。国際イベン
トがこれから続き、明るい未来が期待されます。
　「己亥」は、地道な努力をもって運気が上がる
という、将来へ向かって新たなスタートを切る年
であることから、印刷関連７団体の技術力やノウ
ハウなどの情報をお互いに交換し、知恵を出し合
い、新たな一歩を踏み出す年としたいものです。
　本年が、皆様方にとって明るく希望に満ちた素
晴らしい一年となることを心から祈念いたしまし
て新年のご挨拶と致します。

　新年あけましておめでとうございます。
　新しい年を迎え皆様におかれましては、恙なく
お過ごしの事と存じます。
　旧年中は格別のご支援ご協力を賜わり厚く御礼
申し上げます。
　本年もご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた
します。
　昨年は災害が多発した年でしたが、京都におい
ては台風21号の強風によって被害をうけました。
幸いにも当組合には大きな被害がありませんでし
たが、皆様はいかがでしたでしょうか。今こそ関
連団体の横の繋がりで災害にも強い体制を取りた
く思いました。
　10月には管外研修で太陽精機㈱（ホリゾン）本社
を工場見学、11月には２日間で31,000人の来場者
を記録した「京都ものづくりフェア2018」に合同
出展しました。青年部様のご協力により、私達の
「ものづくりコラボ展」ブースは４年ぶり６回目
の奨励賞を受賞するなど大盛会でした。
　年末にありました座談会では、製本組合様の協
力のもと製本業界の業態研究を行い、関連団体で
新たなコレボレーションによる新製品開拓の実案
が見えてきました。
　合同新年互礼会におきましては、昨年関連７団
体全てが揃いましたが、本年は７団体の他に箔押
業組合様にもご参加いただき、年々盛大になって
まいりました。本年は当団体が担当でしたが、皆
様には大変お世話になり本当にありがとうござい
ました。
　厳しい経営環境のもと、これからも京都の印刷
業界の皆様と手を取り合って前進して行く所存
です。
　結びにあたり、関連団体各位の益々のご発展と
ご健勝を祈念し、新年のご挨拶といたします。
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京都シール印刷工業協同組合　理事長

大槻　裕樹
京都グラフィックコミュニケーションズ協同組合

理事長　木村　進

年頭所感 年頭所感

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は格別のご支援、ご協力を賜りまして誠
にありがとうございました。本年も相変わりませ
ずご指導、ご鞭撻いただきますようよろしくお願
い致します。
　早いものです。365日が過ぎました。365日の内、
納得のできる努力の日が何日あったのかと振り返
っています。
　話は変わりますが、ある有名な経済学者が15年
ほど前に述べられた、「これからの30年間は混乱
する覚悟をもって生きていくことが大切です」と
いう言葉が今、身に染みて実感しています。まだ
半分残っています。この先15年間も混乱の時代が
続くそうです。
　私達の業界を見回してみますと、本当に混乱が
更に増していくように思われます。この１年をど
のように見、どのように考え、どのように行動す
るのか。今年は私達の今後を占う年になりそう
です。
　京都グラフィックコミュニケーションズ協同組
合は、今年も理事会を中心に情報を交換するなど
有意義な時間を共有し、且つ親睦をより深めて苦
境にめげず前進していきたいと願っています。
　今年こそ良い年になりますよう祈念いたしまし
て、新年のご挨拶とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、当組合に賜りましたご指導、ご協力
に感謝申し上げます。
　流行語大賞に、答えを間違うと「ボーっと生き
てんじゃねえよ」と５歳の女の子に叱られる
NHKの番組から生まれた言葉がノミネートされ
ていました。ボーっと生きている私はそのセリフ
に思わず首をすくめるところですが、ギシギシと
んがって自分の所得のみ考えている方や、自社に
都合のいい数字のみ公表する企業や一部の官僚を
見ていると、ボーっと生きることも「また良し」
ではないでしょうか。
　近江商人の「三方よし」の根底には信頼による
ネットワークがあります。「商売の心得十訓」に
も「資金の少なきを憂うなかれ、信用の足らざる
を憂うべし」とあり、信頼関係の中で許し許され
る関係作りが、商売の原点だと読み取れます。
　印刷関連団体として「合同新年互礼会」や「も
のづくりフェア」など様々な事業を通じて交流な
ども進んでいます。関連団体によるコラボレーシ
ョンの話もこの新年号の座談会で話されていま
す。信頼される組合づくり、信頼される仲間づく
りをより進めてまいります。本年もどうぞよろし
くお願い申し上げます。
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2019 新春特別企画

京都府印刷関連団体協議会 会員団体代表者座談会
～印刷・同関連業界の明るい未来の創造にむけて～

①関連７団体の業態研究／製本業界の業態について
②京都の印刷・同関連業界の未来と動向　③関連７団体だからできること

　平成30年12月６日（木）午後６時30分より京都印刷会館１階第２会議室において、京都府印刷関連団体協
議会の会員団体代表者による座談会が開催されました。
　第11回目の節目となる今回の座談会では、前回の座談会において、「関連７団体のコラボを実現させる
には隣接業界の業態を理解することが必要」との提議があったことを受け、関連７団体の業態研究の第１
弾として、製本工組様より製本業界の特長と未来に向けた事業展開について語っていただきました。
　また、例年同様、各団体の現状と実施事業について報告を受けるとともに、７団体の連携によるコラボ
レーションや社会的課題への対応など、「関連７団体だからこそできること」についてディスカッション
していただきました。
　今回の特集記事では本座談会の要旨をご紹介します。全印工連が推奨する「業態変革」の推進や、「ソ
リューション・プロバイダー」への転身に繋げるためにも、隣接する印刷関連業界の職域に理解を深め、
お互いにメリットのあるコラボレーションを構築する一助にしていただければ幸いです。

出席者
中西隆太郎氏〔京都府印刷工業組合　理事長、中西印刷㈱　代表取締役会長〕
山崎　喜市氏〔京都府製本工業組合　理事長、山崎紙工㈱　代表取締役会長〕
蒲田　敏也氏〔京都府製本工業組合　専務理事、㈱蒲田文寿堂　取締役社長〕
戸田　正和氏〔京都府紙器段ボール箱工業組合　理事長、㈱トダコーポレーション　代表取締役会長〕
高屋　伸啓氏〔（一社）日本グラフィックサービス工業会京都府支部　支部長、たかや印房〕
西村　公男氏〔京都紙工協同組合　理事長、㈱西村紙行所　代表取締役社長〕
大槻　裕樹氏〔京都シール印刷工業協同組合　理事長、㈱大槻シール印刷　代表取締役会長〕
木村　　進氏〔京都グラフィックコミュニケーションズ協同組合　理事長、㈱プリントパック　取締役会長〕
爲國　光俊氏〔京都府印刷工業組合　専務理事、為国印刷㈱　代表取締役〕
福野　慎吾氏〔京都府印刷工業組合　理事・情報ネットワーク委員長、㈲章美プリント　代表取締役〕
 （京都府印刷関連団体協議会　会員団体代表者座談会要旨　発言者の敬称略）

座談会出席者　前列左より木村進氏、山崎喜市氏、中西隆太郎氏、戸田正和氏、大槻裕樹氏
　　　　　　　後列左より爲國光俊氏、福野慎吾氏、西村公男氏、高屋伸啓氏、蒲田敏也氏
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はじめに

福野：皆様こんばんは。京都府印刷工業組合（以
下印刷工組）の情報ネットワ
ーク委員長を務める福野で
す。恒例の印刷関連７団体の
座談会も11回目となりまし
た。今回も皆様より忌憚のな
いご意見を聞かせいただきた
いと思います。それでは京都

府印刷関連団体協議会の会長を兼任する印刷工組
の中西理事長より、開会の挨拶も兼ねて口火を切
っていただき、以降はご着席順に時計回りでご発
言をお願いします。
中西：印刷工組の理事長を務める中西です。本日

はご多忙の中、各団体の代表
者全員の方々にお集まりいた
だき誠にありがとうございま
す。初めに前回の座談会を振
り返ってみたいと思います。
冒頭で私は、「『ものづくりフ
ェアでのコラボ』を『仕事の

中でのコラボ』へ広げられないか」と提議を行い
ました。そして、そのためには各団体が対外的に
自らの特徴をアピールする必要があり、「ブラン
ド力」を作る必要があると申し上げました。続い
て京都府製本工業組合（以下製本工組）の山崎理事
長より、「製本業界ではブランドづくりが難しい」
と述べられた後、個々の企業の取り組み事例とし
て、山崎紙工さんが御朱印帳専門の「京都紫音」
というブランドを立ち上げたことについての報告
がありました。次に（一社）日本グラフィックサー
ビス工業会京都府支部（以下ジャグラ）の高屋支部
長より、「５年前より外国人観光客の入出国のデ
ータ分析を行うなど印刷需要に繋げるための勉強
に取り組んでいる」との報告を受けた後、京都シ
ール印刷工業協同組合（以下シール協組）の大槻理
事長より、「学生の意見やアイデアを聞き取る企
画を半年に１回・計３回実施していて、今後はア
イデアコンテストを行いたい」と報告がありまし
た。また、「『ブランド』よりも『ニーズ』を吸い
上げる方が大事ではないか」というご意見を頂戴

しましたので、私は、「生活に必要だという意味
の『ニーズ』よりも、皆が欲しいと思う『ウオン
ツ』を考えるべきだと思う」と申し上げました。
続いて京都グラフィックコミュニケーションズ協
同組合（以下京都GC）の木村理事長より、「地方の
方は京都に大きな期待を寄せておられる」と伺っ
た後、日本人は実態のないものには出費しないと
痛感され、「商品」として販売できる印刷通販に
業態をシフトしたというエピソードを話していた
だき、「関連７団体の中で新しい商品が生み出せ
ないか」というご提案を頂戴しました。この話を
受け、京都紙工協同組合（以下紙工協組）の西村理
事長より、組合員は和菓子を包む包装紙やお寺の
お守り、おみくじ等の仕事をされている会社が多
いこと、平成29年度は既に2,400万人以上の外国
人が訪日されていて、オリンピックの年には
4,000万人を目指している等の話を聞かせていた
だき、「７団体で外国人観光客のニーズに合った、
コンパクトで廉価な京都らしい紙製品を開発でき
ないか」というご提案を頂戴しました。最後に京
都府紙器段ボール箱工業組合（以下紙器段工組）の
戸田理事長より、「私達の仕事はBtoBが主なので、
自ら何かを作ることがほとんどないが、売れるも
のを作ろうと思わず、ユーザーと一緒になって取
り組めばよいアイデアが生み出されると思う。京
都人の気づいてない京都のよさがあり、京都とい
うだけでプラスアルファの印象を持ってもらえ
る」とのご意見を頂戴しました。これらの話を統
合しますと、観光客に販売できる、京都ならでは
の小ロットの小さな紙製品として、例えば千社札
シールやオリジナル御朱印帳が導き出せるのでは
ないでしょうか。千社札シールは、今回は実現し
ませんでしたが、ものづくりフェアで取り組もう
という提案もありました。また、御朱印帳は、神
社仏閣とコラボすれば一層効果が高まりますし、
千社札シールのコレクションノート等、別の用途
でも使用できます。このようなアイデア商品を関
連７団体で開発するのも面白いと思いました。

関連７団体の業態研究／製本業界の業
態について
中西：前回の座談会では、シール協組の大槻理事
長より、「各団体の業態を他の団体の人は案外知
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らないものだ。お互いにもっと知り合うことがで
きればコラボレーションの可能性が広がる。関連
７団体の業態の勉強会ができないだろうか」との
提案がありました。本座談会では、この提案を受
ける形で、テーマの一つ目を「関連７団体の業態
研究」としました。第１回目の今回は、前回の座
談会を振り返る中で導き出された「御朱印帳」を
作っておられる製本工組様に、「製本業界の業態
について」と題して、昨今の業界情勢と業態の特
長等についてご説明していただきます。山崎理事
長が代表を務められる山崎紙工さんでは、円谷プ
ロとのコラボによる「ウルトラセブン御朱印帳」
など、従来にはないオリジナル商品の企画にも取
り組まれ、大変好評のようです。
山崎：製本工組の理事長を務める山崎です。本日

は製本業界の業態についてご
説明するため、蒲田専務理事
にも同席してもらいました。
私達製本工組の組合員は、か
つては全国に2,400社程あり
ましたが、今では700社にま
で減っています。京都の組合

員に限定すると、ピークの147社が38社にまで減
少しました。組合員の業態としては、中綴じ、ア
ジロ綴じ、御朱印帳等に分類されます。それぞれ
専属で行っている会社もあれば、両方取り扱って
いる会社もあり、形態は様々です。一種のみ行っ
ている会社より、総合的に幅広く仕事を受ける会
社の方が業績は良いように思います。蒲田専務理
事や私の会社は、一般的な製本とは別に、和本、
経本、御朱印帳等にも取り組んでいます。ありが
たいことに、御朱印帳の仕事量は拡大傾向にあり
ます。
　以前は紙工協組さんと一緒に活動していた時期
もありますが、残念ながら50年位前、原因は定か
でありませんが、袂を分かつことになりました。
従いまして、この数年来、紙工協組さんをはじめ、
関連７団体とコラボに取り組めることは大変喜ば
しく思っています。ものづくりフェアへの取り組
みに際しても、７団体の連携により情報が素早く
伝わり、コラボするメリットは大きいと思います。
７団体間の情報が開示されることにより、マッチ
ングできる回数も増えていくように思います。こ

れからも７団体の皆様と力を合わせて取り組んで
いきたいと考えています。
蒲田：製本工組の専務理事を務める蒲田です。前

回の座談会の記録を拝見する
と、京都ブランドを意識して
おられる方が多いように思い
ました。私達も同様です。何
年も前から、同業の仲間や印
刷関連の気心の知れた人が集
まると、「どうすれば京都の

ブランドを前面に押し出した商品が作れるのだろ
う？」と、いつも話し合っています。まだ具体的
な話には進んでいませんが、国が推進している
「beyond2020プログラム」への取り組みが１つの
ヒントになるように思います。「beyond2020プロ
グラム」とは、次世代に誇れるレガシーの創出に
資する文化プログラムを認証し、ロゴマークを付
与することですが、京都でも京都文化力プロジェ
クト実行委員会が事業を推進しています（京都文
化力プロジェクト認証事業）。既にブランドイメ
ージが定着した観光と同様、文化的な業界である
印刷や製本の仕事においても、「京都の会社に発
注したい」と思わせるイメージを植え付けたい。
そのためにはどうすればよいのか。まずはブラン
ドのイメージ戦略を確立するところから始めよう
と思っています。
中西：ブランドを作るなら特徴が必要です。
蒲田：製本の中では、特長のある製品の一つが御
朱印帳だと思います。印刷では何でしょうか。
中西：印刷工組では、数年前、京都の色、フォン
ト等を開発して「京すりもの」と命名しましたが、
思うように広がりませんでした。特長が明確でな
く差別化が難しく、共感を得られなかったことが
要因だと考えています。
戸田：私達が京都らしい御朱印帳をイメージする

と、黒谷の和紙を使ったり、
外側に京友禅の紙を張ったり
することを考えますが、おそ
らく他府県の人はそこまでこ
だわりが無いと思います。京
都から発信するだけで京都ら
しい御朱印帳と思ってもら
える。
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蒲田：京都というブランドイメージを前面に出す
ことにより、漠然としたものでも「何かいいよね」
と思ってもらえるイメージ作りをしていきたい。
例えば京都市や京都府、東京の旅行代理店や広告
会社など、官民両方に働きかけを行い、オリジナ
ルな御朱印帳めぐりのパッケージツアーを企画す
るのも面白いと思っています。他の地方では不可
能な、京都だからこそ実現できる企画です。
中西：先程も述べましたが、「ブランド」よりも「ニ
ーズ」、「ニーズ」よりも「ウオンツ」だと思いま
す。抽象的ではなく、皆が欲しいと思う具体的な
価値を作らなければいけない。皆が訪れたいと思
う旅行の企画があれば人は集まるだろうし、記念
に取っておきたいと思わせるような御朱印帳があ
れば買ってくれると思います。
蒲田：最終的には、私達だけの認証マークを作り、
そのマークを付けている企業に発注したいと思わ
せる仕組み作りを目指しています。商品ではなく
企画でもいいと思っています。企画はアイデアが
あれば作れます。一例を挙げると、鉄道会社主催
の「お伊勢さんツアー」が大変人気だそうです。
参加すると、専用の御朱印帳がもらえるからです。
旅行会社や鉄道会社のツアーに御朱印帳を売り込
むことで、印刷や製本の仕事が生み出されます。
東京からの人を呼び込むツールとして御朱印帳は
大変有効です。私達で面白い御朱印帳巡りの企画
を作り、東京の旅行会社や鉄道会社に提案してい
けばよいのではないでしょうか。そして印刷や製
本の仕事を呼び込む。可能なら京都ブランドの認
証マークを入れるところまで持っていきたいと思
っています。

京都の印刷・同関連業界の未来と動向

福野：旅行会社、鉄道会社など様々な業界とタイ
アップして、印刷や製本の需要を開拓し、京都に
仕事が回ってくる仕組み作りを京都の関連７団
体、或いは会員事業所間の連携の中で取り組む。
とても面白い試みだと思います。皆様のコラボレ
ーション事例を発信することにより、会員事業所
同士のコラボレーションを促す契機にもなります
ので、引き続き取り組んでいただきたいと思いま
す。続いて各団体様の動向についてお聞かせ下

さい。
戸田：紙器段工組の理事長を務める戸田です。今
はどの団体も同じだと思いますが、当組合も最大
で150社位の組合員が、今は36社にまで減少して
います。全国組織である全国紙器段ボール箱工業
組合連合会も、ピークは600社位でしたが、脱退
する組合、解散する組合等があり、今は維持する
ことさえ難しくなっているのが現状です。組合員
が減少すると組合運営が非常に苦しくなります。
個人的には、西日本の４つの紙器段工組、或いは
印刷関連団体間の中で事務局の共同化ができない
かとも考えています。
　仕事の面に関しては、数年前、メインの業態で
ある段ボールの工場が次々と海外に移転し、極端
に受注が減少した時期がありましたが、この数年
の間は通販や物流の仕事が毎年数％位伸びていま
す。但し、受注しているのはほとんどが大手です。
町中の箱を作る中小規模の会社は年々少なくなっ
ています。跡を継ぐ人がいないため吸収合併され
るところも増えています。当社は紙箱がメインで
すが、機械化に成功している会社には相応に仕事
があるようです。やはり特色のある仕事をしない
と仕事は増えません。
　いつも組合活動をアピールできる施策を考えて
います。そのような中、11月後半に京都市へ防災
協定の申し入れを行いました。地震で被災した地
域に段ボールのベッドを供給するのです。私達の
上部団体には、段ボールの大手メーカーで組織し
ている組合があり、関東や九州地区において次々
と市、県と協定を結ばれており、既に京都府とも
締結されています。せめて京都市には当組合と協
定して欲しいと思っています。なお、体育館でブ
ルーシートを引いて直に寝る場合とベッドで寝る
場合を比較すると、その後の生存率に大きな差が
生じます。ヨーロッパでは全てベッドが支給され
ます。協定を結ぶことができれば、段ボール製ベ
ッドの供給だけでなく、数か月も避難しなければ
ならない被災者の方々の娯楽となる、段ボール製
の卓球台やスマートボール等の提供も考えていま
す。このような活動を積み重ねることで、組合の
存在価値が認められるようになると思っていま
す。京都市で成功すれば、大阪や兵庫、九州地方
の市町村との協定締結も考えています。
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高屋：ジャグラ京都府支部の
支部長を務める高屋です。団
体名が長いため、通称はジャ
グラと名乗っています。10月
31日現在の全国組織の組合員
数は918社です。南は沖縄か
ら北は北海道までが対象です

が、岐阜、三重、島根、佐賀、長崎には会員がい
ません。全国一律に同じサービスを提供できる、
ジャグラBBというネットワークを結んでおり、
最新の情報を瞬時に受け取ることができます。ま
た、様々な勉強がWEB上でできます。本部は東
京ですが、東京には別組織の東京ジャグラもあり
ます。東京ジャグラとジャグラの両方に入ってい
る企業もあります。現在、京都府支部の組合員数
は16社ですが、印刷工組と両方に加入されている
会員も多いようです。スペース21という青年部の
活動もあり、私達も刺激や元気を受けることが
多々あります。京都、滋賀、大阪、兵庫、奈良、
和歌山が１つのグループとなり、近畿地協を組織
しています。同様に、中国、四国、九州など他の
地区にもそれぞれ地協があります。
　最近はPOD（プリントオンデマンド）に取り組
む会社が増えているので、情報システムの連携に
ついての研究を進めています。PODを中心に様々
な情報システムと繋げることにより、どのような
効果が生まれるかを勉強しています。既に可視化、
自動化、分散処理等が実現しています。加えて、
東京にはDTPスクールがあり、学生にDTPの基
本を教えています。卒業生も多数おられます。更
に事業承継を目的としたM&Aの研究にも取り組
んでいます。個人情報保護に対応するためPマー
クの指定審査機関にもなっています。事業の多く
は東京本部が主体となって行っており、京都独自
の事業としては、勉強会、懇親会、ボウリング大
会等があります。

大槻：シール協組の理事長を
務める大槻です。現在の組合
数は20社です。最盛期は40社
位あったので半減したことに
なります。全国組織の組合員
数は1,700社位がピークでし
たが、今は700社を大きく割

り込んでいます。東京、大阪では廃業や脱退が多
いようですが、地方は比較的落ちついています。
最近の組合の課題の中では後継者問題が一番大き
いように思います。昔のように、親・子・孫が社
内にそろっている会社は少ない。規模的にも、会
社組織として経営されるケースは少なく、家内工
業的な会社が多いと思います。家族で営んでいる
ので、息子が継いでくれなければ直ちに経営がで
きなくなります。なお、東京では互いにライバル
関係にある会社が多いため、廃業した会社の仕事
が分散し、結果的に大手が持っていく状況が起き
ています。可能であれば、廃業する会社の仕事を
組合の中で引き受ける仕組みを作りたい。実現す
れば組合の大きなメリットになると思います。
　そして、やはり一番大きな問題は売上が伸びな
いことですが、印刷機が高額化していることも経
営上の負担になっています。私が37、８年前に始
めたときは600万円の機械１台で十分仕事ができ
たのですが、今は2,000万円から3,000万円の輪転
機が主流になっています。無理をして購入しても、
借金を返すことが負担になります。加えて、最近
は１色毎にユニット化され、機械が大型化されま
した。少なくとも５メートルはあるので、自宅を
工場にしている場合は機械が入りません。
　その他、組合活性化のため様々な勉強会を開催
しており、今年は全抜きの勉強会を行いました。
シールには剥離紙があり、上のシールだけ残した
ハーフカットの形式が多いですが、最近は全部抜
いて欲しいとの要望が多く、様々な商品が開発さ
れています。昔は生地を下に引き、ぐるぐる回し
ながら上に運んでいく加工をしていましたが、今
はもっと上手にできる方法があり、技術的な情報
交換を行う趣旨で企画しました。各社の方法を動
画で撮影してもらい、それを持ち寄って勉強会を
行います。大事なノウハウなので、公開すること
を躊躇する会社もありますが、技術を知らなかっ
たため仕事が他の業界に流れるというケースも沢
山見受けられます。シール業界の仕事はシール業
界の中で回したい。この試みは大変好評で、大阪
や東京をはじめ全国各地から反響がありました。
　もう一つは、前回にもお話した、学生を交えた
勉強会の企画です。シール協組も全国組織の連合
会があり、2019年は京都が全国大会の運営を担当
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します。会場は琵琶湖ホテルです。毎回ラベルコ
ンテストを併催していて、自分たちの作った一番
いい作品を提出するフリー課題の他に、同じデザ
イン・紙・色で刷って見当や色の合わせ方などを
競う規定課題もあります。今回はコンテストのテ
ーマになるデザインを学生に描いてもらう予定で
す。優秀者には賞品を用意し、全国大会の式典で
表彰します。この一連の取り組みを通して、学生
さんにシール印刷という業界、仕事があるという
ことをアピールしたいと思っています。また、毎
年ラベルコンテストの規定課題が発表された後、
実際に使われる機械を用意し、京都で指折りの職
人さんに協力いただき、目の前で刷りながらアド
バイスしてもらう機会を設けています。腕利きの
職人さんのノウハウを学べる絶好の機会なので、
組合員事業所のオペレーターが多数参加されま
す。質疑応答の時間も設けているので、組合員間、
従業員間の交流にも結び付いています。２月に開
催して全国から60数名の方々が参加されました。
遠くは北海道からの参加もありました。次回も２
月に開催する予定です。
木村：京都GCの理事長を務める木村です。当組

合の組合員数のピークは50数
社、それが今は８割以上がな
くなり、残っているのは２割
を切っています。製版の仕事
は印刷会社さんに頼っている
面が多いため、印刷会社さん
の受注が減れば間違いなく製

版の仕事も減ります。最近はオンデマンド印刷の
需要が増えているため、私達の業界でも導入する
会社が増えました。導入しないと設備のある会社
に仕事を取られてしまうからです。絶対的な仕事
量が少なくなっていると思います。30年程前、マ
ックが発売されたとき、営業先の担当者から、「マ
ックができたので、もう製版の仕事は要らなくな
るね」と言われたことを今も覚えています。自分
たちが本業としている仕事を「要らない」といわ
れ、とても辛かった。繰り返しますが、印刷の仕
事が減れば製版関係の仕事も間違いなく減りま
す。従って、私達が今目指しているのは、印刷の
仕事を増やす方法です。組合としても一番大事な
取り組みだと考えています。

　組合活動としては、理事会で情報交換を重ねる
とともに、組合員間の親睦を深める事業にも力を
注いでいます。親睦を深めていると、時々ぽろっ
と本音が出てきます。そのような中で得たヒント
を逃さず、お互いに切磋琢磨しながら勉強に勤し
んでいます。
西村：紙工協組の理事長を務める西村です。現在

の組合員数は24社、他に機械
メーカーや資材会社等による
準組合員が31社あります。ピ
ーク時の組合員数は50社位だ
ったので、半減したことにな
ります。組合事業では、主催
行事として、毎年断裁機の安

全講習を行っています。今年で13回目を数えまし
た。第１部はフォークリフトの安全講習です。45
分間、事故事例の報告等をしてもらい、気を付け
るべきポイントについて解説していただきます。
メインである第２部の断裁機安全講習では、約１
時間半、みっちり指導していただきます。昨年、
一昨年は、奈良の印刷組合より多数のご参加があ
り、３年前は金沢から多くの方に参加していただ
きました。断裁機の安全講習が終わると、各事業
所に１枚、証明書を渡しています。事務所に置い
ておくと、この会社は安全衛生に取り組む模範的
な会社だと見てもらえます。また、修了者全員に
も顔写真入りの修了証を渡しています。断裁機の
近くに掲示していただくことで、オペレーターに
きちんと安全講習を受けさせているとアピールす
ることができます。加えて、修了者自身も、講習
したことを実行しなければならないと気を引き締
めて仕事に取り組んでくれます。他には、従業員
や従業員のご家族にも参加していただけるビアパ
ーティーを８月初旬に実施しています。組合行事
は代表者や二世会メンバーへの講習等が多いです
が、ビアパーティーは従業員との親睦が図れる貴
重な行事として長年続けています。
　なお、紙工組合には全国組織がないので、愛知、
京都、大阪の３組合により、「東海近畿打抜紙工
協議会」というトムソンの部会を運営しています。
持ち回りで会合を企画し、１時間程度の勉強会と
親睦会を行っています。親睦会は他府県の同業者
と親しくなれる良い機会となっています。一杯飲
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んで話をすると、本音をぽろっと話してくれる時
があります。また、紙工協組には、以前は断裁、
折り、打抜きの「截抜部会」、「トムソン部会」が
あり、各々の部会で工場見学や勉強会を開催して
いましたが、最近は組合員数が減っているので、
一杯飲みながら近況報告を聞かせていただく形の
合同部会を実施しています。仲間内でしか聞けな
い情報が入ってくることも大きなメリットだと思
っています。例えば、古い機械はメーカーにも部
品が無い場合が多く、トラブルが起きたらそれま
でと思っていたのですが、「京都の○○社や○○
社なら見てくれるよ」という貴重な情報を聞かせ
てもらえることがあります。年末は講演会を企画・
開催していますが、今年は中小企業診断士の先生
に講師を務めていただき、「社員の心理状況に合
わせたリーダーシップの発揮法」というテーマの
もとで勉強会を開催しました。

関連７団体だからできること

福野：各団体様より貴重な情報やご意見を聞かせ
ていただきありがとうございました。ここからは、
前回の座談会から今回にかけて、実際に皆様の会
員事業所間の中で生まれたコラボレーションの事
例等があればお聞かせ願えないでしょうか。
山崎：印刷工組の中西理事長より、御朱印帳がつ
くれる会社を探されている組合員さんと、上製本
ができる会社を探されている和歌山県の印刷会社
さんを紹介していただき、コラボさせていただき
ました。私の会社で対応できない場合は別の会社
をご紹介しています。
蒲田：先日のものづくりフェアの際に、京都市の
方がブースにこられ、学童教室で製本の勉強会を
開いてもらえないかと打診がありました。まだ具
体的な話にまでは進んでいませんが、何らかのお
手伝いができれば良いなと考えています。
福野：昨今、日本には様々な社会的課題がありま
すが、今後、避けては通れない大きな課題の一つ
として、国が推進している働き方改革への対応が
あります。このような社会的課題に対し、連携し
て積極的に課題解決に向けて取り組むことも、関
連７団体の大きな役割として期待されているので
はないでしょうか。

中西：働き方改革は、10月に行われた「2018全日
本印刷文化典高知大会」でも大きく取り上げられ
ました。労基法の改正により、年次有給休暇取得
の義務化や月60時間を超える時間外労働に係る割
増賃金率の中小企業への猶予措置の廃止等が決ま
っており、多くの経営者は非常に危機感を感じて
おられました。働き方改革に対して、経営者は売
上が落ちるのではないかと警戒し、従業員は残業
代がなくなり収入が減るのではないかと心配をし
ています。これまで７時まで残業していたものを、
無理をして５時に終えても今までと同じやりかた
では仕事は片付きません。従って、作業効率の改
善を考えることに時間を費やさなくてはいけな
い。その取り組みを行うことで従業員間に会話が
生まれ、新しいイノベーション、新しいサービス
が息づいてくる。ギスギスした環境下では新しい
商品は生まれません。古き時代のビジネスモデル
や制度を改めてなくてはならない。制度改革や生
産性向上のための投資を決断する必要がある。こ
れは会社の規模に全く関係しません。一例を挙げ
ると、日本では電球を替えるために電気屋さんを
呼んだとき、同時に回りのほこり等もきれいに拭
いてくれます。単に電球を替えるのではなく、グ
ロー球など周辺機器も見てくれます。一方で、ア
メリカやヨーロッパでは電球だけを替える。周り
にほこりが落ちていようが床に積もっていようが
関係ない。日本の作業性の低さは顕著で、2017年
の一人当りの労働生産性はOECD加盟国の35か国
中21位、G7の中では最下位でした。このような
ことから改善していかなければ、日本の企業は働
き方改革を実現することはできません。
　全印工連では、業界団体として働き方改革への
取り組みを支援するため、具体的施策を教えるセ
ミナー講師を派遣すると発表がありました。当組
合で開催する機会があれば、７団体の皆様にもお
声かけしたいと考えています。
福野：まだまだお話は尽きないところですが、予
定の時間も近づきましたので、ここで印刷工組の
爲國専務理事より、本日の総括を述べていただき
ます。
爲國：印刷工組の専務理事を務める爲國です。本
日は皆様より貴重なお話を聞かせていただき、大
変有意義な協議を重ねることができました。各団
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体様の業界情勢がよくわか
り、大変勉強になりました。
　今回は関連７団体の業態研
究の第一弾として、製本業界
の業態についてのお話を聞か
せていただきましたが、製本
会社さんにも様々な形態があ

る中、総合的な会社と特色を持っておられる会社
の業績が安定しているとのお話でした。なお、今
回は御朱印帳のお話が大きくクローズアップされ
ました。手作業が大きなウエイトを占める御朱印
帳は、だれにでもできる技術ではありません。他
にはない特殊な技術が必要とされていることを痛
感しました。シール協組の大槻理事長のお話の中
でも、技術を競うラベルコンテストの話がありま
した。特色のある商品をつくるうえで、今後は技
術力がキーワードになってくるのではないかなと
思います。ヨーロッパでは、例えばブランド力の
ある織物は様々な用途に使われていて、大きな価
値を有しています。例え下請のメーカーでも独自
のブランド力を有すれば、消費者に直接売り込め
る力を持っている。その力は何かといえば、織り
の技術であることは明白です。差別化された印刷
の技術や御朱印帳の技術があり、そこに京都ブラ
ンドを被せるようなストーリーを考えていけば、
もしかすれば本当に売れる商品ができるのではな
いかと思っています。
　他にも、紙器段工組様の、被災した地域へ段ボ
ールのベッドを供給するという防災協定の申し入

れ、シール協組様の、廃業される企業に対しての
受け皿作り等、新たな組合価値の創造に向けた取
り組みも大変興味深く聞かせていただきました。
組合の価値の有り方については、どの組合も相当
悩んでおられると思います。今後の活動状況につ
いても是非情報共有をさせていただければと思い
ました。
　最後に働き方改革ですが、残業時間、有給取得
など様々な課題があります。労働人口は確実に減
少しているので、私達の持っているこれまでの価
値観を捨て、もっと多様性のある、女性、外国人、
障害者、高齢者の方々が生き生きと働ける労働環
境を構築しなければなりません。そして未来を担
う若い人たちが少しでも多くこの業界に入ってき
てくれるようになれば、事業承継問題も含め、多
くの課題は徐々に解決していくのではないかと思
います。何事にも前向きに捉える必要があるとい
うことを感じました。
福野：最後になりましたが、関連団体協議会の副
会長を兼任される、製本工組の山崎理事長より、
閉会の言葉をお願いいたします。
山崎：本日は大変ご多忙の中、本座談会にご出席
いただきまして誠にありがとうございます。過日
のものづくりフェアでは、私達のブースは４年ぶ
り６回目の奨励賞を受賞することができました。
関係各位の皆様のご努力が実り、本当に良かった
と思います。合同新年互礼会においても多数の方
のご参加をお願いいたします。
� （文責　編集委員会）
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